















プロデュースのもと、監督に実相寺昭雄を迎え、薩川昭夫の脚本に中堀正夫がカメラを回し、編集に井上治があたった。監督の実相寺昭雄は、一九六四年に現ＴＢＳテレビの前身であるラジオ東京映画部から円谷プロに出向し、 『ウルトラマン』 、 『ウルトラセブン』 、 『ウルトラＱ』などを演出、現実の狭間から浮かび上がる幻想とも妄想ともつかない不可思議な亜空間を描き出す独特の手法 特色をみせ、やがて『帝都物語』 （一九八八年、東宝）という大ヒット映画作品を生み出して映像における〈実相寺マジック〉なる言葉を流通させた。荒俣宏の原作小説をもとにした映画『帝都物語』 、昭和前期の帝都東京を舞台に将門伝説と怨霊を組み合わせた都市オカ 物であり 単なるレトロ調ではない、はっきりとした美意識でもって昭和モダニズム都市の風景をスクリーン上に描ききった実相寺の手腕は、まこと江戸川乱歩の作品を映像化する 適切ではあっ 。薩川昭夫の脚本も過剰なエロティシズムのシーンはこれまたお約束通りに加えてあれど、ほぼ原作に忠実で、他の乱歩作品との中途半端な混交ではなく、正面きっちり原作『屋根裏 散 者』 （一九二五年）というテクストにつきあうものであった。撮影 中堀正夫も編集の井上治も、実相寺監督
とはなじみのスタッフであり、その映像世界のとらえ方は息が合っている。
こうした各スタッフのキャリアが物語るように、一九九四年公開



























が見破るが、 物語の視点と心理描写の中心人物は郷田三郎であり、 『屋根裏の散歩者』は郷田三郎の物語であって、決して明智小五 の物語ではない。この小説の読者も、ラストで「明智が立去るのも知らず顔に」いる郷田三郎と視点を同化して、つまり、明智の進退など最終的にはどうでもよい とな であり、そ どう もよいと感じ しまうところ この物語 不気味な戦慄が生まれるのだ。
映画『屋根裏の散歩者』が作品理解において鋭いと思われるのは、



















彼が民谷伊右衛門を演じてから った。 『東海道四谷怪談』が主役デビューとなる天知茂の伊右衛門は、監督の中川信夫によるエキセントリックな明暗の構成美にぴったりあてはまり、そのニヒルでデリケートな憂いのある美貌が強烈なスポット イトによってくっきりと際立った。このような風貌の役者が明智小五郎を長く演じ続けることにより、彼以降のキャスティングが、たとえば郷ひろみ 本木雅弘陣内孝則、稲垣吾郎、田村正和、松岡昌宏 いった二枚目調 流れを王道とするようになってしまったのは当然であろう 稀に三枚目調キャスティングがなされる時もあるが それはあくまで番外編かパロディの味を導き出す作品とし 製作された。正面切って明智小五郎を映像化する際には、やはり三島由紀夫が天知茂に見出したよ な条件が、そのキャスティングに影響し続けたと思われ 。
もっとも、三島由紀夫の解釈は、それ自体として間違っているわ
けではない。むしろ『黒蜥蜴』に関する限りは 至極まっとうであるとさえ言える。というのも、明智小五郎はそもそ 乱歩の原作において、二つのイメージにはっきり分裂していることは夙に有名だ






知ってい 内で、所謂好男子ではないが、どことなく愛嬌 ある、そしてもっとも天才的 顔を想像するがよい
  ─
  ただ明智の







































































の壁と一体化するほどに存在をかき消している明智、 いう演出は、登場したとたんに場の注目点となるべく強い自己存在をアピールしてきた従来の明智小五郎の演出の真逆 いくものと指摘できよう。いるのかいない か、どころではなく、郷田が視線をあてれば現れ、視線を外せば消え去る いう明智 スタンスは わば実存主義的な存在ではなく量子力学的な存在として明智小五郎を解釈すると うことにもなろう。天井の揺れ動く電球も、光源が物の 処を左右 、強烈に照らし出された時にだけ其処に ると えるのだ、といった暗示を生み出す効果 、こ 映画における明智のスタンスの補強説明とないる。
このシークエンスのラスト、東栄館の共同手洗い場で、遠藤の部屋







































































り（※スーツは嶋田久作の並はずれた長身をアピールする効果もあった） 、それだけ平凡に、素朴実在論的に即物化してしまったと言える。もっとも この場合 、相手となる犯罪者役に真田広之という圧倒的な存在感を有する俳優の肉体があったためでもあろうが、それにしても天知茂の定番イメージの呪縛から外れ 画期的な明智小五郎造形が、前作『屋根裏の散歩者』一作限りで終わってしまったのは残念なことであった。
いったい、なぜ映画『屋根裏の散歩者』で成功した初期の明智イ
メージが続かなかった か。その一つ 要因として、映画『Ｄ坂の殺人事件』は、映画『屋根裏 散歩者』と違って 原作の『Ｄ坂の殺人事件』にもう一つ、 心理試験』という原作小説を組み合わせて脚本が作られたとい 点を指摘することができる。映画『屋根裏の散歩者』は、原作『屋根裏の散歩者』一本にほぼ内容を絞り込んだ。そこに様々な下宿 の痴態 オリジナルで鏤め けれども、それがサブストーリーを構成するようなことはなく、メインストーリーに重大な影響を与えることなしに進行した。一方 映画 Ｄ坂の殺人事件 は、二つの異なる原作小説をドッキングさせ しかもメインストーリ に重大な影響を及ぼすサブストーリ （ 「贋作絵師」 ）というオ ナル設定を付加した。この相違により、映画『屋根裏の散歩者』で成功した明智小五郎のイメ ジは転換を余儀なくされたのであろうこ は明白である。
実は、 『Ｄ坂の殺人事件』と『心理試験』は連続しているものとい
う認識は、原作者の乱歩自身が語っていることであっ











江戸川乱歩を調べたといえよう。さらに、オリジナル設定ではあるが、贋作絵師が模写する異色な浮世絵師の名前を大江春泥とし、古本屋のおかみを贋作絵師を煽る扇情的な女性として配している点は、乱歩原作の『陰獣』から設定を借りてきているであろうと推測され、原作では小説家であった大江春泥を画家に変更しているのは映像化ならではの策であったに違いない。こうした事 を鑑みる 映画『Ｄ坂の殺人事件』の脚本構成は映画『屋根裏の散歩者』に比較 、乱歩の作品世界を逸脱するものでは く、むしろ懸命 乱歩の初期短編の世界観を再現しようと努力している跡 如実にうかがえる。そして、そうした原作に忠実にあらんとした努力こそが、明智小五郎のイメージをごく自然に転換 てしまう所以となって作用して まったと考えるべきだろう。
というのも、たとえ一つ一つの原作小説は短編であろうと、それら






行われたアクションで構成されている。外界の描写は窓の外にときま映る景色としてのみである。こ は実は原作とは異なるところであって、原作では郷田三郎が東栄館に引っ越す以前に浅草をはじめとする歓楽街に入り浸っ いる描写があり、また事件後に幾度かそうした繁華街に外出するようになったとの叙述もある。が、映画ではそうした下宿の外のアクション すべてカットされた。原作では同じ下宿に住んではいない明智小五郎を、映画では敢えて東栄館の同宿人 設定したのも、外界のアクションの排除という理由に基づい 改変であろう。それま 明智小五郎の登場する
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映像化作品でここまでスト







































  ）三上博史はこの役を演じる前、 フジテレビのドラマ『あなただけ見えない』 （ 九二 で三重人格者を演じ、演技派に転換する契機を掴んでいた。 『屋根裏の散歩者』の成功によって、その演技の評価を確実なものとした。
（３
  ）当時三十九歳。一八○センチ 長身と、アメリカの怪奇幻想小説家ハワード・ラヴクラフトの風貌に似ていると言われる個性的な顔立ちで、一九八八年に映画『帝都物語』 （本論参照）の怪人・加藤保憲役でブレイクしていた。
（４














原作『犬神家の一族』テクストでは、 「年ごろ三十五、 六、もじゃもじゃ頭の、風采のあがらぬ小柄の人物で、よれよれのセルに、よれよれの袴といういでたち。 口を利くと、 少しどもるくせがある。 」 と述べられている。
（９










品と併せて、乱歩原作を元にしたオムニバスの中の一つとして製作され、四作 も共通して浅野忠信が出演するという構成になって 。そのため、 『鏡地獄』も単独作品としては微妙な点を含み、浅野忠信へ 演出は、 そもそも『鏡地獄』の原作に明智小五郎は登場しないことか 見 も、必ずしも実相寺監督側からの主体性をもったも とは言い切れない。
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